
［成果情報名］ キウイフルーツかいよう病 Psa3 の新たな防除薬剤

［要 約］ 既存の防除薬剤以外の資材について、かいよう病 Psa３の防除効果を検討

した。新たな防除薬剤である抵抗性誘導剤 1 剤、微生物農薬３剤の有効性

が明らかとなった。
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［背景・ねらい］

2014 年、病原性が強い Psa３によるキウイフルーツかいよう病の発生が本県で確認された。

本病の薬剤防除には銅水和剤および抗生物質が使用されているが、銅水和剤は薬害や果実

の汚れの発生を引き起こす場合があり、抗生物質は連用すると耐性菌の発達を促すことか

ら普遍的に用いることは難しい。そこで、新たな防除方法として、抵抗性誘導剤や微生物

農薬の中から利用可能な資材の探索を行った。

［成果の内容・特徴］

１ キウイフルーツ実生苗に対して、抵抗性誘導剤（アシべンゾラル S メチル水和剤）5000

倍散布は、かいよう病 Psa３を接種する前日または５日前に散布した場合、防除価が

対照剤（オキシテトラサイクリン・ストレプトマイシン水和剤）と同等であり、防除

効果が高い(図１)。

２ キウイフルーツ実生苗に対して、シュードモナス ロデシア水和剤 1000 倍散布、バチ

ルス ズブチリス水和剤 1000 倍散布、タラロマイセス フラバス水和剤 1000 倍散布は、

かいよう病 Psa３に対して防除価が 80 以上を示し、対照剤とほぼ同等の高い防除効果

を有する(図２)。

［成果の活用面・留意点］

１ 本データはキウイフルーツ実生苗による防除試験の結果である。成木については、散

布タイミングや残効を確認する必要がある。

２ 抵抗性誘導剤、シュードモナス ロデシア水和剤、バチルス ズブチリス水和剤、タラ

ロマイセス フラバス水和剤は、キウイフルーツでの農薬登録がないため、使用できな

い。



［具体的データ］

図１ Psa3 に対する抵抗性誘導剤の防除効果
Z 発病度＝｛∑(指数×程度別発病葉数) ×１００｝/（７×調査葉数）

発病程度 ０：病斑なし、１：病斑が５個未満、３：病斑が葉の 25%未満の範囲で確認、

５：病斑が葉の 25%～50%未満の範囲で確認、７：病斑が葉の 50%以上の範囲で確認
Y 防除価＝100-（処理区の発病度/無処理区の発病度）×100

図のタイトルは図の下に書く。

表２ ○○○○（10.5 ポイント、MS ゴシック）

表のタイトルは表の上に書く。

図２ Psa3 に対する微生物農薬の防除効果
Z 発病度＝｛∑(指数×程度別発病葉数) ×１００｝/（７×調査葉数）

発病程度 ０：病斑なし、１：病斑が５個未満、３：病斑が葉の 25%未満の範囲で確認、

５：病斑が葉の 25%～50%未満の範囲で確認、７：病斑が葉の 50%以上の範囲で確認
Y 防除価＝100-（処理区の発病度/無処理区の発病度）×100
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